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１ 内臓型 
・乳白色の結節病巣は諸臓器に散在～多発するが、脾臓と肝臓に認められることが多い。 
・結節病巣は実質に形成され、被膜下及び割面上に観察される。 
・腫瘍細胞がび漫性に増殖した肝臓や脾臓は著しく腫大、退色し、結節病巣は認められな

い。 
２ 皮膚型 
・皮膚の羽包を中心に形成される隆起性病巣が多発～散在している。 
・病巣は頸部と下腿部に好発し、胸部、背部、大腿部にも認められる。 
・皮膚型と内臓型を併発する例も認められる。 
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廃棄等の 

措置の根拠  別表第１０（全部廃棄） 

  

 

内臓型：肝臓及び脾臓は腫大し、被膜下に乳

白色の結節病巣が多発している。 
内臓型：腫大した肝臓の被膜下に乳

白色の結節病巣が多数認められる。 
内臓型：腫大した脾臓の被膜下に

大小様々な乳白色巣がみられる。 
 

 

 

皮膚型：背側のほぼ全域、肩、翼等の皮膚に

うっ血を伴う半球状病巣が多発している。 
左の拡大像：半球状病巣の多くが羽

包（矢印）を中心に形成されている。 
皮膚型：リンパ様細胞が羽包(F)周
囲の真皮に広範に増殖している。 
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